
令和６年度  上河内中央小学校 学校評価書 

※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

（１）基本目標 

  「人間尊重の精神」を基盤に，２１世紀社会の担い手として，「心身ともに健康で，主体的に考え表現でき，粘り強く頑張り抜

き，自らの向上とよりよい社会の発展を目指し，たくましく生きる人間」の育成を図る。 

（２）具体目標（具体的な児童像） 

  ・よく考え，学ぶ子ども （かしこく） 

  ・自分をみつめ，つくせる子ども （やさしく） 

  ・明るく，たくましい子ども （たくましく） 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

「地域に愛され信頼される学校」を目指し， 

・児童にとっては，毎日の活動を楽しみにし，「できる」「分かる」喜びが感じられ，自他を大切にする学校， 

・保護者にとっては，安心して子供を通わせ，家庭の役割を自覚して共に力を合わせることのできる学校， 

・地域住民にとっては，学校の取組を理解し目標を共有しながら積極的に連携・協働できる学校， 

・教職員にとっては，教育への情熱をもってチームとして組織的に取り組み，ワークライフバランスを図りながら指導力向上に

努める学校，                             となるよう経営を行う。 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

未来を担う子供を育て地域に愛され信頼される学校 

（１）児童一人一人のよさや可能性を伸ばし，認め合い，学び合い，高め合う集団づくりに努める。 

（２）児童が主体的に学ぶ喜びを感じられるよう不断の授業改善を行うとともに，学習習慣の形成を図る。 

（３）豊かな心や創造性とともに，自らの目標の実現に向けて粘り強く努力する心と体のたくましさを涵養する教育活動を推進

する。 

（４）教職員がチームの一員として連携・協働しながら指導力を向上させるとともに，業務改善や勤務時間を意識した働き方を

進める。 

（５）組織的な校内体制を整備し，家庭や関係機関との連携を図り，多様な児童の状況に応じた指導・支援を充実する。 

（６）「小中一貫教育・地域学校園」と「魅力ある学校づくり地域協議会」（以下「地域協議会」）を充実させ，地域とともにあ

る学校づくりの推進に努める。 

 

 

 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

（１）日本国憲法，教育基本法，学校教育法，小学校学習指導要領に示された教育の目標や内容，県・市の学校教育の重点，努

力の方向に基づき，更には地域社会や児童の実態等を十分に把握し「人間尊重の教育」を基盤に，調和と統一のある教育

活動を積極的に推進する。 

（２）心身の発達段階や特性・子供の育成に関わる多くの関係者の願いを考慮し「未来を担う子供を育て地域に愛され信頼され

る学校」を目指す。 

（３）学習指導要領の原則を踏まえ，教育内容の質的・量的な充実を目指した学習指導を展開し基礎的・基本的な事項の定着と

個に応じた学習活動の展開の充実に努める。 

（４）各教科・道徳・特別活動・総合的な学習の時間・外国語活動などの関連を図り，調和と統一のとれた編成に努める。 

（５）前年度活動の評価等，地域社会の実情・児童の実態等を踏まえ，柔軟な指導の形態・指導法の工夫・教育資源（人・地域・

機関等）の活用につとめ，一人一人の教育的な課題がより確かに解決が図られるよう展開を工夫する。 

【上河内地域学校園教育ビジョン】 

かしこく，たくましいゆずっ子の育成   

～基本を身に付け，人とつながり，夢に向かって生きる子供を育てよう～ 



５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

（１）学校運営  

・教職員一人一人がチームの一員としての自覚をもち，自分の能力を発揮するとともに，お互いに助け合い，励まし合い，教

え合って成長し合うチームづくりの推進 

〇校内研修及び地域学校園研修を中心とした教職員の資質・能力の向上 

・1人 1台端末の日常的・効果的な活用を通して，自律した情報の使い手を育む教育の充実 

・学級や学校の生活上の課題を見いだし，課題を解決するために話し合い，多様な意見のよさを生かして合意形成を図る主権

者教育の推進（主に特別活動） 

・地域の教育資源等を積極的に活用し，地域とともにある学校づくりの推進 

・業務の効率化と勤務時間を意識し，児童と向き合う時間の確保と，心身ともに健康な状態で職務の遂行 

 

（２）学習指導  

・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

（実生活への活用を意識した上央小授業スタンダードの授業実践） 

○基礎的・基本的な知識及び技能の習得と，コミュニケーション能力の向上  

・他者との交流や 1人１台端末などを有効に活用し，多面的・多角的に課題解決に向かうことのできる指導・支援の充実 

 

（３）児童生徒指導 

・進んで挨拶し，時と場に応じた言葉づかいを意識できる児童の育成 

○自己有用感を育て，互いに認め合う集団づくりの推進 

 ○規則を守り，節度ある生活ができる児童の育成 

 ・いじめ・不登校等に対する組織的な校内体制整備，家庭や関係機関との連携により，多様な児童の状況に応じた指導・支援

の充実 

 

（４）健康（保健安全・食育）・体力 

・教育活動全体を通した運動機会の創出 

 ○柔軟性を高め，基礎体力を向上させる。 

 ・健康を管理する能力の育成と，正しい姿勢の指導の徹底 

 ・給食の時間や教科等における食に関する指導と食文化の学習の充実 

 ・登下校の安全指導と災害を想定した避難訓練の実施 

 

 

６ 自己評価  Ａ１～Ａ２０は市共通評価指標 Ｂ１～は学校評価指標（小・中学校共通，地域学校園共通を含む） 

※「主な具体的な取組の方向性」には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

第２次宇都

宮市学校教

育推進計画

後期計画基

本施策  

評価項目 主な具体的な取組 
方

向

性 

評 価 

１－（１） 

確かな学力

を育む教育

の推進 

Ａ１ 児童は，他者と協力し

たり，必要な情報を集め

たりして考えるなど，主

体的に学習に取り組んで

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，学習課題を解決する

ために，友達と話し合ったり，

必要な情報を集めたりしなが

ら，じっくり考え，進んで学

習に取り組んでいる」 

⇒児 童 ９０％以上 

①主体的・対話的で深い学びの場を設

定し，ペアやグループ学習などの学

び合いを通して，自分と友達の考え

を比較させたり関連させたりしな

がら，自分の考えを表現できる児童

を育て，深い学びの実現に努める。 

Ｂ 

【達成状況】  

・児童の肯定的回答率は 89.7％で，指標  

をわずかに達成できなかった。  

・教職員の肯定的回答率も 90.9％で，指  

標を達成したものの，昨年度より約 

9ポイント下回った。 

 

【次年度の方針】  

・①②③継続  

・①については，課題に対する自分の立  

場や考えを明確にし，友達の考えと比  

較しながら聞くことにより，考えを深 

められるようにしていく。 

②授業では，「学習のきまり」を全校で

徹底し，上央小算数検定を活用する

など，基礎・基本の定着を図りなが

ら，目標をもって取り組む意欲を育

てる。 
Ｂ 



児 童 ８９．７％ 

 

 

「児童は，学習課題を解決す

るために，友達と話し合った

り，必要な情報を集めたりし

ながら，じっくり考え，粘り

強く学習に取り組んでいる」 

⇒教職員 ９０％以上 

 教職員 ９０．９％ 

 

 

③学習課題を解決するために，見通し

をもって友達と話し合ったり必要

な情報を集めたりしながら，じっく

り考える態度を育てる。 

Ｂ 

・③については，課題の提示を工夫し， 

考える必然性のある課題を設定する 

ことで，じっくりと考えられるように 

していく。 

１－（２） 

豊かな心を

育む教育の

推進 

Ａ２ 児童は，思いやりの心

をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，誰に対しても，思い

やりの心をもって優しく接し

ている」 

⇒児 童 ９０％以上 

児 童 ９３．２％ 

 

「児童は，誰に対しても，思

いやりの心をもって優しく接

している」 

⇒教職員 ９０％以上 

 教職員 ９０．９％ 

 

①道徳教育指導計画に基づき，全教育

活動を通して道徳教育を計画的に実

施する。 
Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は93.2％，教職員

90.9％で，ともに指標を達成した。 

 

【次年度の方針】 

 

・①②については継続して実施する。 

・③については，全職員が共通理解のも

とに一貫性のある指導ができるよう

にする。 

②体験活動と関連を図った道徳科の授

業を実施し，生命や人権を尊重する

心や，人を思いやる心などを涵養す

る。 

Ｂ 

③児童会活動や清掃における縦割り班

活動を通して，思いやりの気持ちを

もって助け合い協力する態度の育成

をする。 
Ｂ 

Ａ３ 児童は，目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，目標に向かってあき

らめずに，粘り強く取り組ん

でいる」 

⇒児 童 ９０％以上 

児 童 ９０．４％ 

 

①各教科の授業や各種検定等におい

て，児童が目標をもって取り組む機

会を設けるとともに，児童が目標の

達成に向けて努力している姿を称

賛する。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率 90.4％で，指標を

達成した。 

 

【次年度の方針】 

・①については，学級・学年において，

がんばりやよさを認められ，称賛され

る活動や各種検定を積極的に取り入

れる。 

・②については，児童の小さな努力の積

み重ねを紹介したり，称賛したりする

場を設定し，実践に向けた意欲を高め

ていく。 

 

②道徳や学級活動の授業において，目

標をもって粘り強く取り組むこと

の大切さに気付かせ，そうした実践

に向けた意欲を高める。 
Ｂ 

１－（３） 

健康で安全

な生活を実

現する力を

育む教育の

推進 

Ａ４ 児童は，健康や安全に

気を付けて生活してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，健康や安全に気を付

けて生活している」 

⇒児 童９０％以上 

児 童 ９１．８％ 

 

①児童が自分の健康に気を付けて自

ら健康を管理できるよう，学級活

動，体育，学校行事と関連を図った

保健指導や日常の生活指導を行い，

さらに各種便り等で保護者に啓発

指導を行う。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率 91.8％で指標を

達成した。 

 

【次年度の方針】 

・①②③継続 

・①については，感染症や熱中症対策に

ついて，全職員の共通理解のもと継続

的に指導を行う。また各種便り等で保

護者に情報を発信していく。 

・②については，学級活動や家庭科など 

②学校給食と各教科等との関連を図

った指導のもと，学校栄養士とも連

携し栄養のバランスのとれた食事

や望ましい食習慣の形成を図る。 

 

Ｂ 



③危機を予測し自らの命を守り抜く

行動力を育成するため，日常指導に

おける安全指導を充実するととも

に，交通安全教室，避難訓練等を計

画的に実施する。 

 
Ｂ 

学校栄養士の専門性を生かした授業

を学級で実施しバランスよく食べる

ことの大切さを学年に応じて指導す

る。 

・③については，日常指導や各活動を計

画的に実施し，自らの命を守り抜く行

動力を育成することができるように

する。また，各種便り等で保護者に情

報を発信していく。 

 
１－（４） 

将来への希

望と協働す

る力を育む

教育の推進 

Ａ５ 児童は，自分のよさや

成長を実感し，協力して

生活をよりよくしようと

している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，自分の良さや考えを

生かしたり，周りと協力し合

ったりして，進んで生活をよ

りよくしようとしている」 

⇒児 童９０％以上 

児 童 ９０．０％ 

 

「児童は，互いの良さを生か

しながら，進んで意見を発表

したり，協力したりして，集

団での課題を解決している」 

⇒教職員９０％以上 

 教職員 ９５．５％ 

 

①児童の自己肯定感を高められるよ

う，道徳やキャリアパスポートを

積極的に活用したり，児童相互に

認め合う場を数多く設けたりする

とともに，担任も児童の成長を認

め励ますよう努めていく。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率 90.0％，教職員は

95.5％で指標を達成した。 

 

【次年度の方針】 

・①については，道徳やキャリアパスポ

ートなど認め合う場を活用し，児童の

自己肯定感を一層高める取り組みを

継続する。教師が積極的に児童の成長

を認め，励ますことを強化し，ポジテ

ィブな環境を維持する。 

・②については，教師や上級生を中心に

学級活動や縦割り班活動での協力を

促進していく。また，振り返りの時間

を設け，児童が協力によって成し遂げ

たことを振り返り，共有することで，

協力の大切さを実感させる。 

②日常的に協力する大切さを話し合

う時間をとるとともに，学級活動

や縦割り班活動での行事の後に

は，振り返りを行い互いの力を合

わせたからこそできたことを実感

させる。 Ｂ 

２－（１） 

グローバル

社会に主体

的に向き合

い，郷土愛

を醸成する

教育の推進 

Ａ６ 児童は，英語を使って

コミュニケーションして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，外国語活動（英語）

の授業や ALT との交流の際

に，英語を使ってコミュニケ

ーションしている」 

⇒児 童 ９０％以上 

児 童 ８１．５％ 

 

「児童は，外国語活動（英語）

の授業や ALT との交流の際

に，英語を使ってコミュニケ

ーションしている」 

⇒教職員 ９０％以上 

 教職員 ９０．９％ 

 

①外国語科・外国語活動を通じて，言

語や文化について体験的に理解を

深め，積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度を育成する。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率 81.5％で指標に

届かなかったが，教職員は 90.9％で

指標を達成した。 

 

【次年度の方針】 

・①については，外国語指導助手(ＡＬ

Ｔ)を積極的に活用したり，互いに伝

え合いたくなる活動を工夫したり，他

校との交流学習（オンライン）を活用

したりして，積極的にコミュニケーシ

ョンを図る機会を充実させる。 

・②継続 

・③授業の中で，ジェスチャーを交え

た，または簡単な英語によるコミュニ

ケーションを積極的に図る活動を工

夫する。 

②外国語科・外国語活動に関する校内

研修や授業について意見を交わす

機会を充実して指導力の向上を図

る。 

Ｂ 

③授業の中で，あいさつや会話などの

実践的なやりとりを積極的に取り

入れ，児童が日常生活に英語を使う

ようコミュニケーション意欲の向

上を図る。 Ｂ 

Ａ７ 児童は，宇都宮の良さ

を知っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，宇都宮のよさを知っ

①生活科，社会科，総合的な学習の時

間の授業や，市内や地域での校外学

習等において，学習内容に関連させ

ながら児童が身近な地域や宇都宮

市のよさに気付く指導に努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】  

・児童の肯定的回答率は 89.3％で，指  

標を大きく上回った。  

・教職員の肯定的回答率は 95.5％で，  

指標を大きく上回った。  

 



ている」 

⇒児 童 ８０％以上 

児 童 ８９．３％ 

 

「児童は，宇都宮のよさを知

っている」 

⇒教職員 ８０％以上 

 教職員 ９５．５％ 

 

②地域人材を活用するなどして,宇都

宮市の歴史，文化，伝統産業，特産

物等についての理解や関心を深め

られるようにしていく。 

 
Ｂ 

【次年度の方針】  

・地域人材を活用したり，校外学習の機  

会を利用したりして，宇都宮市の歴  

史，文化，伝統産業，特産物等につい 

ての学習を今後も継続していく。 

２－（２） 

情報社会と

科学技術の

進展に対応

した教育の

推進 

Ａ８ 児童は，デジタル機器

や図書等を学習に活用し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，パソコンや図書等を

学習に活用している」 

⇒児 童 ９０％以上 

児 童 ８６．８％ 

 

「児童は，デジタル機器や図

書等を学習に活用している」 

⇒教職員 ９０％以上 

 教職員 ９５．５％ 

 

①児童が個人用パソコンや情報通信

ネットワークなどの情報手段に親

しみ，適切に活用する能力を育成で

きるよう，授業や家庭学習において

積極的にデジタル機器を活用する。

また，デジタル機器を活用して授業

の実践例を互いに紹介し合い，教師

の指導力向上に努める。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率 86.8％で指標に

届かなかったが，教職員は 95.5％で

指標を達成した。 

 

【次年度の方針】 

・①については，一人一台端末の授業や

家庭学習における効果的な活用方法

について情報を収集し，全職員で共通

理解して研修を進めていく。 

・①②については，個人用パソコンや情

報通信ネットワーク，学校図書館など

情報手段を活用するために必要な環

境を整え，校内での共通理解を図り活

用していく。 

・③については，学校図書館教育年間指

導計画に沿って，図書館司書と連携を

取り，資料として図書の利用を活性化

させる。また，教室に児童による効果

的な図書利用の一例（ノートや作品）

を掲示する。 

 

②各学年のその時期の授業内容との

関連に配慮した教育図書の整備充

実等，学校図書館の環境整備に努め

る。 

Ｂ 

③読書の時間や読み聞かせの時間，図

書だよりの発行などを通して児童

の読書意欲を喚起する。 

Ｂ 

２－（３） 

持続可能な

社会の実現

に向けた担

い手を育む

教育の推進 

Ａ９ 児童は，「持続可能な社

会」について，関心をも

っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，「持続可能な社会」に

ついて，関心をもっている」 

⇒児 童 ８０％以上 

児 童 ９０．０％ 

 

「児童は，「持続可能な社会」

について，関心をもっている」 

⇒教職員 ８０％以上 

 教職員 ５９．１％ 

 

①総合的な学習の時間等において，環

境や食をテーマとした地域や世界

の学習内容を生かし，環境問題への

関心を高め，環境と調和しながら生

きる意識や態度を育成する。 

 

Ｂ 

【達成状況】  

・児童の肯定的回答率は 90.0％と指標  

を達成した。しかし，教職員の肯定的  

回答率は 59.1％と指標を大きく下回 

った。 

 

【次年度の方針】  

・総合的な学習の時間を活用し，環境や  

食をテーマとして地域や世界の学習  

内容を生かしながら，教科等横断的な  

学習を実践していく。  

・道徳科の他，社会，理科，家庭科等の  

教科指導の中で考える視点として，積  

極的に取り上げていく。 

・SDGsの 17の目標を各教室に掲示し， 

意識付けを図っていく。 

・常日頃から，ごみの分別や電気や水の

節約などの取組をし，児童の「持続可

能な社会」に向けてできることに取り

組む指導を進める。 

 

②「持続可能な社会」について児童の

関心を高めるため，SDGs に関わる

内容を授業等で積極的に取り上げ

る。 

 

Ａ 

③東日本大震災をはじめとした過去

の災害の具体事例から学ぶ教材を

工夫し，防災教育を充実する。 

Ｂ 



３－（１） 

インクルー

シブ教育シ

ステムの充

実に向けた

特別支援教

育の推進 

Ａ10 教職員は，特別な支援

を必要とする児童の実態

に応じて，適切な支援を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を必

要とする児童の実態に応じ

て，適切な支援をしている」 

⇒教職員 ９０％以上 

 教職員 ９０．９％ 

 

①特別支援教育コーディネーターや児童

指導主任を中心に，全校で特別な支援が

必要な児童に関する共通理解を図り，一

人一人のニーズを踏まえた支援を

組織的に行う。また，必要に応じて

ケース会議を開き，迅速かつ適切に

対応できるようにする。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員肯定的回答率90.9％で指標を

達成した。 

 

【次年度の方針】 

・特別な支援が必要な児童については，

早期発見に努め特別支援教育コーデ

ィネーターや児童指導主任を中心に，

全職員で協力・連携して指導に当た

る。また，必要に応じてケース会議を

開き，迅速かつ適切に対応できるよう

にする。 

・申し送りシート等を活用し，児童の実

態の引継ぎを綿密に行う。 

 

②特別支援学級の児童はもとより，通常学

級においても，必要に応じて個別の指導

計画の作成し，それに基づく合理的な配

慮を伴う指導に努める。 Ｂ 

３－（２） 

いじめ・不

登校対策の

充実 

Ａ11 教職員は，いじめが許

されない行為であること

を指導している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，いじめが許され

ないことを熱心に指導してく

れる」 

⇒児 童 ９０％以上 

児 童 ９６．４％ 

 

「学校はいじめ対策に熱心に

取り組んでいる」 

⇒保護者 ９０％以上 

保護者 ７５．２％ 

 

①「上河内中央小学校いじめ防止基本

方針」やいじめ対策のための取組を

学年・学級懇談会や各種便り等を通

して計画的，継続的に保護者や地域

に周知していくとともに，方針に沿

っていじめの防止に努める。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は96.4％で指標

を達成したが，保護者の肯定的回答率

は75.2％で指標には届かなかった。児

童の肯定的回答率の高さから，児童は

教師がいじめを許さないという姿勢

で指導していることを感じている様

子が分かる。 

・学校の「いじめ防止基本方針」に沿っ

た「いじめゼロ集会」等の取組を実施

したり，学級懇談会で保護者に周知し

たりした。 

 

【次年度の方針】 

・いじめゼロ集会や，いじめアンケー

ト，教育相談を通していじめの防止や

早期発見に努めることや，いじめ対策

のための取組を学校自由参観日や各

種便り等を通して計画的，継続的に保

護者や地域に周知していく。 

・いじめゼロ集会振り返りカードを通

して，家庭において，いじめについて

親子で話し合う機会を設ける。 

・夏休みの個人懇談,学年・学級懇談等

で,交友関係の実態を保護者と共有し,

よりよい友達関係の構築に努める。 

・日頃から児童との会話や観察をして，

いじめの早期発見・早期対応を心掛け

る。また，保護者からいじめの相談が

あった場合には，丁寧に対応する。 

・状況に応じて個別に面談をするなど

して，個に応じた支援に努める。 

 

②いじめの早期発見・早期対応のた

め，いじめゼロを目指した定期的な

無記名式アンケート調査の実施に

加え，簡易的な記名式アンケート調

査を実施して実態把握に努めると

ともに，年に２回の教育相談を実施

して問題の早期発見や信頼関係の

醸成に努める。 

Ａ 

Ａ12 教職員は，不登校を生

まない学級経営を行って

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，一人一人を大切

にし，児童がともに認め励ま

し合うクラスをつくってくれ

①児童の自己肯定感を高められるよ

う，児童相互に認め合う場を数多く

設けたり，キャリアパスポートを積

極的に活用したりするとともに，担

任も認め励ます指導に努める。 Ａ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は92.2％，教職員

は95.5％で，ともに指標を達成した。 

【次年度の方針】 

・①については，児童が学習活動を振り

返り，学びを通した自らの成長や変容

を自己評価できるよう，キャリアパス

ポートを積極的に活用する。 



ている」 

⇒児 童 ９０％以上 

児 童 ９２．２％ 

 

「教職員は，不登校を生まな

いよう，一人一人の児童を大

切にし，児童がともに認め励

まし合う学級経営を行ってい

る」 

⇒教職員 ９０％以上 

 教職員 ９５．５％ 

 

②教育相談，アンケート，Ｑ-Ｕ調査等

の結果を活用し不適応傾向のある

児童の早期発見と不登校の兆候や

傾向の児童に係る校内全体の情報

共有を図り，必要に応じてケース会

議を開き，迅速かつ適切に対応す

る。 
Ａ 

・各学級において，児童を認め励ます取

組を積極的に行うようにする。 
・不適応傾向のある児童については，教

育相談担当や児童指導主任を中心に，

全職員で協力・連携して指導に当た

る。また，必要に応じてケース会議を

開き，迅速かつ適切に対応できるよう

にする。 

・状況に応じて随時面談を実施し，必要

に応じてスクールカウンセラーや市

教育センターなどの関係機関につな

げるなど，児童の心の寄り添った丁寧

な対応に努める。 

 
３－（３） 

外国人児童

生徒等への

適応支援の

充実 

 

Ａ13 学校は，一人一人が大

切にされ，活気があり，

明るくいきいきとした雰

囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，困ったときに相

談に乗ってくれたり，問題を

解決しようとしたりして，私

たちが楽しく学校生活を送れ

るようにしている」 

⇒児 童 ９０％以上 

児 童 ９２．２％ 

 

「教職員は，児童の悩みに寄

り添い，相談に乗ったり問題

の解決に努めたりして，児童

が明るくいきいきと学校生活

を送れるようにしている」 

⇒保護者 ９０％以上 

保護者 ７４．２％ 

 

①「かしこく，やさしく，たくましく」

の合言葉の浸透を図り，縦割り班活

動や児童会活動を活用して，笑顔と

活気のある楽しい学校づくりを進

める。保護者に対して，学年便りで,

行事等での児童の活躍の様子を積

極的に伝えていく。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は92.2％で指標

を達成したが，保護者の肯定的回答率

は74.2％で指標には届かなかった。 

 

【次年度の方針】 

・①については，活気のある雰囲気が醸

成できるよう，縦割り班活動や児童会

活動など児童が主体的に活動できる

様々な取組を学校全体で推進してい

く。また,保護者に対して学年便りで,

行事等での児童の活躍の様子を積極

的に伝えていく。 

・②については，継続して行い，支援の

必要の有無に関わらず，日頃の観察を

きめ細やかに行う。支援の必要な児童

については，学校全体で情報を共有

し，全職員で見守る体制を整える。 

・状況に応じて，一人一人が生き生きと

学校生活を送ることができるよう，保

護者や関係機関との連携を図る。  

 

３－（４） 

多様な教育

的ニーズへ

の対応の強

化 

②Ｑ－Ｕの結果を分析し，支援が必          

要な児童を把握したり，日頃の観察

をきめ細やかに行ったりして児童

一人一人が生き生きと学校生活を

送ることができる学級経営を行う。 

Ａ 

４－（１） 

教職員の資

質・能力の

向上 

Ａ14 教職員は，分かる授業

や児童にきめ細かな指導

を行い，学力向上を図っ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方の授業は分かりやす

く，一人一人に丁寧に教えて

くれる」 

⇒児 童 ９０％以上 

児 童 ９３．２％ 

 

「教職員は児童一人一人が理

解できるように教材を工夫す

るなど，きめ細かな指導をし

ている」 

⇒保護者 ９０％以上  

保護者 ７５．０％ 

 

①児童の関心や理解を促す教材開発

と，授業のねらいの明確化，振り返

りの時間の確保など分かる授業を

目指した「上央小授業スタンダー

ド」による指導法の工夫に努め，一

人一授業を通して共有化を図る。 

Ｂ 

【達成状況】  

・児童肯定的回答率は 93.2％で，指標  

を達成した。  

・保護者の肯定的回答率は 75.0％で，  

指標を大きく下回った。 

【次年度の方針】  

・①②ともに継続していく。  

・習熟度別学習や少人数指導について  

は，単元に適した指導形態を柔軟に取 

り入れていく。 

②算数科において，習熟度別学習，少

人数学習，ＴＴを効果的に実施する

とともに，かがやきルームやなかよ

し学級での個別指導等を通して，児

童一人一人の学習状況に応じたき

め細かな指導をする。 
Ｂ 



４－（２） 

チーム力の

向上 

Ａ15 学校に関わる職員全員

がチームとなり，協力し

て業務に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校に関わる職員全員がチ

ームとなり，協力して業務に

取り組んでいる」 

⇒教職員 ９０％以上 

 教職員 ８６．４％ 

 

①学校内において好ましい人間関係

の醸成を図るよう努めることで，教

職員と学校スタッフとが気軽に声

を掛け合える雰囲気作りを行う。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答率 86.4 ％で指標

には届かなかった。 

 

【次年度の方針】 

・①②③継続 

・校内のＯＪＴを促進し，教職員やスタ

ッフの専門性を発揮する場を設ける

など，今後もチーム学校として協力し

て業務に取り組む。 

②打合せ等により全職員が定期的に

情報を共有したり，教職員間の「報

告・連絡・相談」を推進したりする

ことで，「風通しのよい・働き甲斐の

ある職場づくり」に努める。 

 

Ｂ 

③学校目標及び本年度の努力点につ

いて共通理解を図り，チーム学校と

して協働していくことで，同僚性を

高められるようにする。 

 

Ｂ 

４－（３） 

学校におけ

る働き方改

革の推進 

Ａ16 勤務時間を意識して，

業務の効率化に取り組ん

でいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，教職員の勤務時間

を意識して，業務の効率化に

取り組んでいる」 

⇒教職員 ９０％以上  

 教職員 ９０．９％ 

 

①学校の働き方改革の視点に立って

教職員一人一人が，勤務時間を意識

し，業務の効率的な実施や計画的な

処理に努める。また，リフレッシュ

デーを年間計画に位置付け定時退

勤を促進する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答率 90.9％で指標

を達成した。 

 

【次年度の方針】 

・①②③④継続 

・ リフレッシュデー及びリフレッシュ

ウイークを年間予定に位置付け，全職

員で定時退勤の促進を図る。 

・出前講座・学校支援ボランティア・地

域人材活用学習一覧を作成し，年間を

通した計画を立てられるようにする。 

②教職員の負担軽減に向け，学校の組

織運営の改善や，各種行事等の実施

方法の改善を行う。 Ｂ 

③日課を工夫することで教職員の放

課後の時間を確保し，業務の効率的

な実施や計画的な処理に努める。 Ｂ 

④学習情報システムやさくら連絡網

等の各種システムを効果的に活用

し，業務を効率的に進める。 

Ｂ 

５－（１） 

全市的な学

校運営・教

育活動の充

実 

Ａ17 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組

を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，地域学校園の小学

生や中学生，先生と，授業や

行事，掲示物などで交流する

活動を行っている」 

⇒児 童 ９０％以上 

児 童 ９２．４％ 

 

「学校は，児童生徒や教職員

の交流，小中一貫教育カリキ

ュラムの作成・見直しなど，

「小中一貫教育・地域学校園」

の取組を行っている」 

⇒保護者 ９０％以上 

保護者 ８０．８％ 

 

①６年生の乗り入れ授業・中学校訪

問，小中合同あいさつ運動，宮っ子

チャレンジ，冒険活動教室での交流

などの行事を通して，積極的な交流

を図りながら活動を進める。 Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は 92.4％で指標

を達成した。保護者の肯定的回答率は

80.8％で指標には届かなかった。 

 

【次年度の方針】 

・①②を実施するとともに，小中一貫教

育や地域学校園での活動や取組の様

子を学校だよりや HP で家庭や地域へ

情報を発信していく。また，懇談会時

にも話題にし，小中一貫教育・地域学

校園での取組を伝えていく。小中合同

挨拶運動，乗り入れ授業の時期を早め

て，交流活動の意識を高める。冒険活

動教室での合同活動で交流を図る。 

②地域学校園全体研修会における各

部会での情報交換を通して，各校が

共通理解のもと課題に合った目標

を設定し，連携・協力して指導にあ

たる。更に学校だより，ＨＰで発信

していく。 

 Ｂ 



５－（２） 

主体性と独

自性を生か

した学校経

営の推進 

Ａ18 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力して，

教育活動や学校運営の充

実を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，地域や企業の方々と

一緒に活動することで学習が

充実し，楽しい」 

⇒児 童 ９０％以上 

児 童 ９１．１％ 

 

「学校は，家庭・地域・企業

等と連携・協力して，教育活

動や学校運営の充実を図って

いる」 

⇒保護者 ９０％以上 

保護者 ８５．０％ 

 

①地域協議会を定期的に開催し，学校

経営方針への保護者，地域住民の意

見反映や，学校関係者評価の実施し

地域とともにある学校教育を目指

す。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は 91.1 %で指標

を達成した。しかし，保護者は 85.0%

で指標には届かなかった。 

 

【次年度の方針】 

・①②③を継続して実施する。また，引

き続き，学年だよりや保健だより，図

書だより，学校だより等の各種だより

で家庭や地域への積極的な情報発信

を行っていく。 

５－（３） 

地 域 と 連

携・協働し

た学校づく

りの推進 

②校外での体験活動時の安全確保や，

田植え，稲刈り，ぼうじぼ作りの学

習支援の協力や参画を得て，学校支

援ボランティアを有効に活用し，特

色ある学校づくりを推進し，家庭や

地域への積極的な情報発信を行う。 

 

Ｂ 

③親子ふれあい学習や出前講座，伝統

芸能教室等による体験的な活動を

積極的に取り入れ，内容の見直しや

活動を工夫することで，よりよい活

動ができるようにする。 
Ｂ 

６－（１） 

安全で快適

な学校施設

整備の推進 

Ａ19 学校は，利用する人の

安全に配慮した環境づく

りに努めている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，利用する人の安全

に配慮した環境づくりに努め

ている」 

⇒保護者 ９０％以上  

保護者 ８８．２％ 

 

「学校は，利用する人の安全

に配慮した環境づくりに努め

ている」 

⇒地域住民 ９０％以上  

 地域住民 １００．０％ 

 

①日々校舎内外の巡視をするととも

に，月１回施設・設備の安全点検を

実施し，必要な箇所の修繕を迅速に

行い環境の整備に努める。 

Ｂ 

【達成状況】 

・地域住民は 100%で指標を達成した。し

かし，保護者の肯定的回答率は 88.2%

で指標には届かなかった。 

・学校を利用するすべての人が安全に

過ごせるよう，定期的な安全点検や防

災気象情報の収集を行ってきた。 

 

【次年度の方針】 

・①②③を継続するとともに教育に望

ましい環境整備を進め，児童等の安全確

保を徹底する。 避難訓練等で外部の講

師を招いて安全教育指導を充実させる。 

②危機管理マニュアルを整備すると

ともに，避難訓練や引き渡し訓練等

を通して，火事，地震，竜巻，不審

者侵入等の不測の事態への備えを

万全にする。 

Ｂ 

③熱中症予防対策，感染症予防対策な

ど，時期に応じた保健指導管理に努

める。 

Ｂ 

６－（２） 

学校のデジ

タル化推進 

Ａ20 コンピュータなどのデ

ジタル機器やネットワー

クの点から，授業（授業

準備も含む）を行うため

の準備ができている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，授業（授業準備を含

む）や業務にデジタルを積極

的に活用している」 

⇒教職員 ９０％以上 

 教職員 ９０．９％ 

 

①一人一台端末，学校用グループウェ

ア，校務支援システム，デジタル連

絡ツール等を効果的に活用する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

・教職員の肯定的回答率 90.9％で指標

を達成した。 

 

【次年度の方針】 

・①②について，校内外の研修を促進し

たり，教職員同士が活用実例を共有し合

う機会を増やしたりして，学校全体でデ

ジタル機器やネットワークの活用を促

進する。また，ICT 支援員との連携を図

り授業や業務のデジタル化を促進する。 

②コンピュータなどのデジタル機器

やネットワークが効果的に活用で

きるよう，活用実践例を互いに紹介

し合し合うなどして活用力の向上

に努める。 

Ｂ 



小・中学

校，地域

学 校 共

通，本校

の特色・

課題等 

Ｂ１ 児童は，時と場に応じ

たあいさつをしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，時と場に応じたあ

いさつをしている」 

⇒児 童 ９０％以上 

児 童 ９３．２％ 

 

「児童は，時と場に応じたあ

いさつをしている」 

⇒保護者 ９０％以上 

保護者 ８２．４％ 

 

①児童会によるあいさつや正しい言

葉づかいの励行や呼びかけをした

り，年３回の「あいさつ・言葉づか

い名人」表彰や，地域協議会の挨拶

運動や児童によるあいさつ運動で

意識を高めたりしながら，日々の生

活指導の中であいさつや返事がで

きる児童の育成を目指す。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は93.2％で指標

を達成したが，保護者の肯定的回答率

は82.4％で指標には届かなかった。 

 

【次年度の方針】 

・学校独自の取組として，自発的なあい

さつの態度や正しい言葉づかいを認

め励ます「あいさつ・言葉づかい名人」

の表彰を実施しており，次年度も継続

して取り組んでいく。 

・児童会を中心に，あいさつ運動を実施

する。 

・校内での日常のあいさつや各行事等

での実践の他，各家庭や地域でもあい

さつや正しい言葉づかいができるよ

うに懇談会等であいさつの啓発を行

っていく。 

・学年・学校だより等に，学校でのあい

さつの様子を掲載して保護者へ紹介

していく。 

 

②学年・学校だより等に，学校でのあ

いさつの様子を掲載して保護者へ

紹介していく。 

Ｂ 

③各家庭や地域でもあいさつや正し

い言葉づかいができるように懇談

会等であいさつの啓発を行ってい

く。 

Ｂ 

Ｂ２ 児童は，きまりやマナ

ーを守って，生活をして

いる。 
【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，きまりやマナーを

守って，生活をしている。」 

⇒児 童 ９０％以上 

児 童 ９２．９％ 

 

「児童は，きまりやマナーを

守って，生活をしている。」 

⇒保護者 ９０％以上 

保護者 ８８．８％ 

 

①児童が正しく判断し責任ある行動

がとれるよう，その姿を「上央っ子

の誓い」「上河内中央小学校の約束」

「上河内中央小学校の一日」「校庭

での約束」に示したり，家庭に配付

したりして学習と生活のきまりの

徹底に努める。また，児童自身が規

範意識の改善へ主体的に取り組め

るよう，代表委員会を中心に働きか

けを行う。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は92.9％で指標

を達成したが，保護者の肯定的回答率

は88.8％で指標には届かなかった。 

 

【次年度の方針】 

・①については，引き続き朝の会や帰り

の会で「上央小の約束」「上央小の一

日」を取り上げ，定期的に振り返る機

会を設けるとともに，放課後・休日等

の過ごし方について,家庭と連携を図

りながら,より良い生活の習慣が定着

できるようにする。 

・②については，生活当番の教員が巡視

した際に，必要に応じて放送で注意を

促したり，児童指導主任に報告したり 

して共通理解を図り指導に役立てて

いく。 

・③については，今年度の反省を踏ま

え，児童の主体的行動を育成できるよ

う各種避難訓練の内容改善を図る。ま

た，情報モラルに関する計画的な指導

を各学級で実施するとともに，家庭や

地域への情報発信等，これまで以上に

連携して危機意識を高めていく。 

 

②生活当番は，秩序があり安全な学校

生活を実践できるよう生活目標を

設定し，掲示や放送，校内巡視など

を行って指導を徹底する。 

Ｂ 

③避難訓練(火災・地震・竜巻・弾道ミ

サイル・不審者)，交通安全教室，緊

急引渡し訓練の実施や「スマホ・ケ

ータイ宮っ子ルール共同宣言」への

理解や「フィルタリング設定１０

０％キャンペーン」における学校の

取組等を通して，児童や保護者に対

して正しい使い方とマナーを発信

し，情報モラル教育を推進し，危機

管理能力を高める。 

Ｂ 

Ｂ３ 児童は正しい言葉づか

いをしている。 

【数値指標】 

①相手の気持ちを考えた言葉づかい

や場に応じた言葉づかいができる

児童の育成を目指し，生活と学習の

両面から日常の指導を充実させる。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は84.0％，保護者

は75.7％，地域住民は84.6％で全てにお

いて指標に届かなかった。 



学校独自アンケート 

「私は，時と場に応じた言葉

づかいをしている」 

⇒児 童 ９０％以上  

児 童 ８４．０％ 

 

「児童は，大人に対して適切

な言葉づかいをしている」 

⇒保護者 ９０％以上 

保護者 ７５．７％ 

 

「児童は，大人に対して適切

な言葉づかいをしている」 

⇒地域住民９０％以上 

 地域住民 ８４．６％ 

 

②児童会によるあいさつや正しい言

葉づかいの励行や呼びかけをした

り，年３回の「あいさつ・言葉づか

い名人」表彰や，地域協議会の挨拶

運動や児童によるあいさつ運動で

意識を高めたりしながら，日々の生

活指導の中であいさつや返事がで

きる児童の育成を目指す。 

Ｂ 

 

【次年度の方針】 

・授業中や大人と話す際の正しい言葉

づかい，休み時間の会話における言葉

づかい，日常的に「さん」付呼称の仕

方等,様々な場面で望ましい言葉づか

いの例を示したり，正しい言葉づかい

ができている児童を称賛したりして，

教職員の共通理解のもとで徹底して

指導に当たっていく。 

・学級懇談会や個人懇談等でも「言葉づ

かい」について話題として取り上げ，

家庭と連携を図り指導に当たる。 

・学校独自の取組として，自発的なあい

さつの態度や正しい言葉づかいを認

め励ます「あいさつ・言葉づかい名人」

の表彰を実施しており，次年度も継続

して取り組んでいく。 

 

③朝の会や帰りの会，学校行事，学級

活動等で，時や場に応じた適切な言

葉づかいができるよう，学年の発達

の段階に応じた指導をする。学級懇

談会や個人懇談会等でも，言葉づか

いについて話題に取り上げる。 Ｂ 

Ｂ４ 児童は栄養のバランス

を考えて食事をしてい

る。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，好き嫌いなく給食

を食べている。（きらいなもの

でも 1口は食べている）」 

⇒児 童 ９０％以上 

児 童 ９０．４％ 

 

「自分の子供は，好き嫌いな

く食事をしている。（嫌いなも

のも一口は食べている。） 

⇒保護者 ８０％以上 

保護者 ６９．５％ 

 

①学校栄養職員の専門性を生かし，担

任と連携し給食指導の充実を図り

ながら食事のマナーを身に付けさ

せる。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は 90.4 %で指標

を達成した。しかし，保護者は 69.5%

で指標には届かなかった。 

 

【次年度の方針】 

・①については，学級活動や家庭科など 

学校栄養士の専門性を生かした授業

を各学級で実施し バランスよく食べ

ることの大切さを学年に応じて指導

する。 

・②③については，引き続きお弁当の日

やおにぎりの日の事前指導を実施し

たり，給食だより等で保護者に対し

て，好き嫌いなく食べることの大切さ

の啓発や郷土料理の紹介を行ったり，

年２回行っている食事マナーチェッ

クシートを活用し，学年・学級懇談会

でバランスのとれた食事の大切さを

話題にしたりするなどして，啓発をす

る。 

 

②栄養バランスを考えた食事指導（嫌

いな物も一口食べさせる給食指導

の工夫）を行い，望ましい食習慣を

育てる。  

Ｂ 

③食事をとることの大切さについて，

学年に応じた授業を通して理解を

深め，お弁当の日や食味体験を活用

したり，食育便りや学年・学級懇談

会で保護者への啓発を行ったりし，

自ら実践する態度を育てる。 

Ｂ 

Ｂ５ 児童は学級や縦割り班

の活動などで仲良く助け

合って生活している。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「学級やにこにこ班の活動で

は，友達や下級生と仲良く過

ごしている」 

⇒児 童 ９０％以上 

児 童 ９７．９％ 

 

①日々の清掃活動や学校行事などで，

縦割り班での活動の機会を設定し，

学年の枠を超えて協力して仕事や

活動ができるようにする。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率97.9％で指標を

達成した。 

 

【次年度の方針】 

・各活動を継続するが，さらに充実さ

せ，安全性，効率性を踏まえて，適切

な内容について改善を図る。 

 



Ｂ６ 継続的に家庭学習に取

り組んでいる。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「私は毎日家庭学習に取り組

んでいる」 

⇒児 童 ９０％以上 

児 童 ８６．５％ 

 

「児童は自主的に学習に取り

組むなど，学習習慣が身に付

いている」 

⇒教職員 ９０％以上 

 教職員 ９０．９％ 

 

「自分の子供は宿題など家庭

学習に毎日取り組んでいる」 

⇒保護者 ９０％以上 

保護者 ８５．２％ 

 

①職員間で共通理解を図り，児童が自

主的に学習に取り組めるように自

主学習ノートや音読カードなど，具

体的な方策を立て継続して指導し

ていく。 

Ｂ 

【達成状況】  

・児童の肯定的回答率は 86.5％，保護 

者は 85.2％で，ともに指標に届かな 

かったが，教職員は 90.9％で，指標 

を上回った。  

【次年度の方針】  

・年度当初に家庭学習の進め方や自主 

学習の取組の例を児童に説明し，継続 

的に実施できるように支援していく。 

また，よい自主学習の取組を紹介して 

いくことで，児童の意欲を高めてい 

く。  

・家庭と連携して，家庭学習の習慣が定  

着するように，年度当初の保護者会等  

で家庭に協力を呼び掛けていく。 

・学年で宿題の量を話し合って調整す 

る。 

②年度当初の保護者会で「家庭学習の

すすめ」を配付し共通理解を図り，

家庭と連携する。児童には「家庭学

習への取組ポイント」を示し指導し

低学年(20 分)，中学年(40 分)，高

学年(1時間以上)の家庭学習を実践

させる。また，学期１回家庭学習強

化週間を行い，よく取り組めた児童

の家庭学習ノートを紹介すること

で，児童の意欲を高める。 

Ｂ 

Ｂ７ 児童は，上河内地区の

お祭り，催事，作品募集

などの地域行事に参加し

ている。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「私は，上河内地区のお祭

り，催事，作品募集などの地

域行事に参加している」 

⇒児 童 ９０％以上 

児 童 ８１．１％ 

 

①「ゆずっ子写真展」や「あいさつ運

動の標語コンクール」の実施方法を

工夫し，参加を呼び掛ける。 

Ｂ 

【達成状況】 

・児童の肯定的回答率は 81.1%で指標

には届かなかった。 

 

【次年度の方針】 

・①②③継続するとともに，ゆずっ子ス

クールカレンダーを活用して地域行

事を知る機会を増やす。 

②地域で行う「ふれあい祭り」等につ

いて，児童・保護者に周知し参加を

促す。 

③生活科のまち探検や総合的な学習

の時間における地域の調べ学習な

どを通して，上河内地区のよさに気

付かせ，大切にしようとする心情を

育む。 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

１ 学校運営について 

・全体アンケートでは，いくつかの項目で市の平均肯定的回答率を下回る結果となった。 

・A13「学校は，一人一人が大切にされ，活気があり，明るくいきいきとした雰囲気がある」の項目では，児童，教職員に

おいて肯定的回答率が 90％を超えているが，保護者は，74.2％で目標値を下回った。今後も，保護者，職員間で情報を

共有するなど，風通しの良い学校づくりに努めていきたい。 

・A19「学校は，利用する人の安全に配慮した環境づくりに努めている」では，教職員，地域住民全対象者において肯定的

回答率 90％を超える結果となったが，保護者は，88.2％で目標値を下回った。施設設備の点検や修繕など，安全に配慮

した環境づくりに努めてきた。また，熱中症予防対策，感染症予防対策など，時期に応じた保健管理をさらに進めた

い。 

○A18「学校は，家庭・地域・企業等と連携・協力して，教育活動や学校運営の充実を図っている」では，児童，教職員に

おいて肯定的回答率 90％を超えているが、保護者，地域住民において市の平均肯定的回答率を下回る結果となった。総

合的な学習の時間や読書指導，食農体験活動，見守り活動などにおいて，地域や家庭の教育力を生かした活動を展開す

ることができた。今後も継続して取り組んでいきたい。 

○A17「学校は，小中一貫教育・地域学校園の取組を行っている」では，保護者，地域住民において市の平均肯定的回答率

を下回る結果となった。地域住民の肯定的回答は昨年よりも 9.5 ポイント下回っている。地域学校園内で学校運営に関す

る情報を共有し，さらに連携・協力を進めたい。また，６年生の乗り入れ授業・中学校訪問，小中合同あいさつ運動，

宮っ子チャレンジなどの取組の様子を学校だよりや学校ホームページで家庭や地域への情報発信を継続していきたい。 

・A16「勤務時間を意識して，業務の効率化に取り組んでいる」は，目標値と同程度となった。勤務時間を意識して，業務



に取り組めるようになった教職員が増えてきたと考えられる。今後は，さらに働き方改革の視点に立ち，勤務時間を意

識した効率的な業務改善に努めていきたい。 

・A15「学校に関わる職員全員がチームとなり，協力して業務に取り組んでいる」は，教職員 86.4％で市の平均肯定的回

答率より 10 ポイント以上下回っている。児童に寄り添った指導に努めるために，次年度以降も，保護者との連絡を密に

取り，SC や関係機関等と連携した支援ができるよう，学校に関わる職員がチームとなり協力し合えるよう取り組んでい

きたい。 

２ 教育活動の状況について 

（１）学習指導 

・A1「児童は，他者と協力したり，必要な情報を集めたりして考えるなど，主体的に学習に取り組んでいる」の項目で

は，児童 89.7％，保護者 89.9％と目標値を下回った。A14「教職員は，分かる授業や児童生徒にきめ細やかな指導を行

い，学力向上を図っている」の項目では，児童の肯定的回答率が 93.2％と目標値を上回っているが，保護者 75.0％と目

標値を大きく下回っている。また，B6「児童は，自主的に学習に取り組むなど，学習習慣が身に付いている」の項目で

は，保護者の肯定的回答率 85.2%で，昨年度と比べて 10 ポイント以上，下がった。今後も引き続き，家庭学習強化週間

等をとおして，よく取り組めた児童の家庭学習ノートを掲示するなどをして学習意欲を高め，家庭と連携した学習習慣

づくりに取り組んでいきたい。 

・A7「児童は，宇都宮のよさを知っている」では，教職員は 95.5％と目標値を上回っているが，児童も保護者も目標値に

届いていない。保護者は 68.8％と昨年度と比べて 10 ポイント程度下がっている。さらに，系統的な指導内容を教育課程

に位置付け，発達段階に応じた指導に取り組んでいきたい。 

・A8「児童は，デジタル機器や図書室等を学習に活用している」では，市の肯定的回答率と同程度であった。ＧＩＧＡス

クール構想への取り組みについて，引き続き積極的に進めていきたい。 

（２）児童指導 

・A11「教職員は，いじめが許されな行為であることを指導している」では，全対象者において市の肯定的回答率を下回っ

た。特に，保護者や地域住民においては，10 ポイント以上下がってしまっている。また，A12「教職員は，不登校を生

まない学級経営を行っている」では，保護者において市の肯定的回答率を 10 ポイント以上下回る結果となった。児童に

寄り添った指導に努めるとともに，保護者との連絡を密に取り，SC や関係機関等と連携した支援を行うことで，信頼関

係の構築に努めていきたい。 

○B1「児童は，時と場に応じたあいさつをしている」では，地域住民 76.9％と市の肯定的回答率を大きく下回った。児童

の肯定的回答率は 93.2％で市の平均を上回っており，あいさつの仕方の指導が必要と考える。B3「児童は，時と場に応

じた言葉づかいをしている」では，保護者，地域住民において，昨年度と比べて 10 ポイント程度下がっている。「あい

さつ・言葉づかい名人」の表彰や日々の生活の中での正しい言葉づかいの賞賛など，継続的に言葉づかいの指導に取り

組んでいきたい。 

・B5「児童は，学級や縦割り班の活動などで，仲よく助け合って生活している」では，全対象者において肯定的回答率が

90％を超えた。また，A2「児童は，思いやりの心をもっている」でも，全対象者の肯定的回答率が 90％を超えている。

今後も，児童が思いやりの気持ちをもって友達と協力して生活できるよう支援していきたい。 

（３）健康（体力・保健・食・安全） 

・A4「児童は，健康や安全に気を付けて生活している」では，全対象者において市の肯定的回答率と同程度であった。今

年度も，感染症や熱中症対策を中心に指導してきた。今後も家庭と協力・連携し，児童が自分の健康に気を付けて自ら

健康を管理できるよう，日常の生活指導を中心に取り組んでいきたい。 

 

７ 学校関係者評価 

・全体的に，児童と教職員の肯定的回答割合は同等の数値で一定数の肯定率になっているが，保護者回答が極端に低い点

がとても気になる。特に，A11～13 の教職員評価との差が大きく気になる。 

・A10「特別な支援を必要とする児童への支援」のポイントが昨年度より下がっているが，学校は，職員を増やしたりする

などできることをすべてやっていると思う。 

・A11～14 の保護者の評価が低くなっている。問題があった学級への人員的対策や対象児童への心のケア的対応も，かな

り手厚く行ってくださっていることが感じられたが，その事実が一般の保護者の方に伝わってない。そのような取組を

もっとアピールすべきと思う。そして，次年度も児童の心のケア（スクールカウンセラーさんとの面談や対象学級の相

談回数の増加）を継続して，次年度の方針にも追加してはどうか。 

・A11「いじめ」については，保護者のポイントが低いが，児童のポイントは高い。子供が思ういじめと親が思ういじめな

どの感じ方が違うのかと思った。保護者のポイントが低いと，学校側の対策が不十分という印象を与えてしまうので，

保護者の方々への周知や情報伝達の方法を見直していければと考える。 



・A13「一人一人が大切にされ，活気があり，明るくいきいきとした雰囲気」については，保護者のポイントが低いが，正

しい情報が保護者に伝わるようにしていけたらと思う。 

・A15「チーム学校」に関しては，教職員において昨年とは 100％だったものが 86.4％と大幅に低下している。市の平均よ

りも 10％も下回っていることが気になる。教職員の肯定的回答が上がるよう取り組んでほしい。 

・A20「学校のデジタル化推進」について，市の平均より５ポイント以上低いことが気になった。教職員の方にも，ぜひ

IT 時代のなか，頑張ってデジタル教育に力を入れてください。 

・B2「きまりやマナー」の教職員，地域住民のポイントが下がっている。児童の大人に対しての言葉づかいができていな

い子が多いと思う。家でのしつけの問題でもあり，保護者が先生たちをどう思っているのかが反映されていると思う。 

・B3 や B4 を見ると，学校での児童の様子と家庭での様子に差があるように感じる。子供の言葉づかいは親のしつけの問

題だと考えているので，ここは学校の問題ではないと思っている。 

・児童と教職員の評価に大きな差が生じてはいないように見受けられるので，その点は，安心しています。 

・今年 1 年を通して，学年で起きた問題に対して学校長をはじめ先生方にはご尽力いただいていると認識しています。来

年度におきましても，来年の事案を再度先生方に周知していただき，子供たちのご指導をお願いいたします。 

・いつも，子供達と真剣に向き合っていただき感謝しています。先生方が普段から学校の環境向上のために取り組んでく

ださっている内容を，たくさんの保護者にも理解していただけるよう願っています。 

・学校の先生方が子供たちのことを考えて様々な対策，対応をとってくださっていることありがたく思う。先生がきめ細

かくみてくれていないように結果が出たアンケートだが，保護者に届くような何かがあればいいなと思う。 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

・昨年度の結果や市内の小学校の平均と比較すると，全体として評価が下回っている。地域住民の回答において，肯定的

回答が市の平均より低く 90％を超えていない A17「小中一貫教育」B1「あいさつ」B2「きまりやマナー」B3「正しい

言葉づかい」に関する項目については，登下校時のあいさつの仕方の改善や下校後や休日の過ごし方についても含め

て，保護者，地域と連携して改善に努める。日常のあいさつや各行事等での実践の他，各家庭や地域でもあいさつや正

しい言葉づかいができるように懇談会等であいさつの啓発を行っていく。 

・A9「持続可能な社会」については，今までの取組を継続するとともに，日頃から，ごみの分別や電気や水の節約などの取

組をし，児童の「持続可能な社会」に向けてできることに取り組む指導を進める。 

・A11「いじめ対策」については，いじめアンケートや教育相談を通して，いじめの防止や早期発見に努めることや，いじ

め対策のための取組を学校自由参観日や各種便り等を通して計画的，継続的に保護者や地域に周知していく。保護者から

いじめの相談には丁寧に対応し，問題の早期対応に努める。 

・A12「不登校対策」については，児童が不登校となった要因を的確に把握し，学校関係者や家庭，必要に応じて関係機関

が情報共有し，組織的・計画的な，個々に応じたきめ細やかな支援策を策定するなど，教育相談担当や児童指導主任を中

心に，全職員で協力・連携して指導に当たる。状況に応じた職員との面談や，スクールカウンセラーとの面談を実施し，

児童や保護者の心のケアに努める。 

・A13「一人一人が大切にされ，活気があり，明るくいきいきとした雰囲気」については，「かしこく，やさしく，たくまし

く」の合言葉の浸透を図り，縦割り班活動や児童会活動を活用して，笑顔と活気のある楽しい学校づくりを進める。 

・A14「わかる授業」については，授業のねらいを明確化し，振り返りの時間を確保するなど，「上央小授業スタンダード」

による指導法の工夫に努める。算数科において，習熟度別学習や少人数学習，TT を効果的に活用するとともに，かがやき

ルームの活用をした個別指導等を通し，児童一人一人の学習状況に応じたきめ細やかな指導をする。 

・B6「進んで学習する習慣」については，家庭と連携して，継続的に家庭学習の習慣が定着できるように努める。年度当初

の保護者会等で家庭への協力を依頼し，学年だより等で全体的な取組状況を伝えながら，個人懇談等で家庭での様子を確

認していく。 

・児童理解に努め，校内体制の整備及び家庭との連携により，多様な児童の状況に応じた指導・支援を充実する。 

○「小中一貫教育・地域学校園」と「魅力ある学校づくり地域協議会」を充実させ，地域の教育資源等の積極的活用な

ど，地域とともにある学校づくりの推進に努める。 

 


